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平成26年度収入支出予算概要表

■収入
科目 予算額（百万円）

保険料 11,047
国庫負担金収入 3
調整保険料収入 205
繰入金 1,000
国庫補助金収入 8
財政調整事業交付金 46
雑収入 4

合計 12,314
経常収入合計 11,063

■収入
科目 予算額（百万円）

介護保険収入 1,093
繰越金・他 108

合計 1,201

■支出
科目 予算額（百万円）

介護納付金 1,056
介護保険料還付金 4
積立金・他 142

合計 1,201

■支出
科目 予算額（百万円）

事務費 102
保険給付費 5,307
納付金 5,363
保健事業費 350
還付金 1
財政調整事業拠出金 205
連合会費 3
雑支出 2
予備費 981

合計 12,314
経常支出合計 11,127

経常収支差引額 ▲65

健 康 保 険

介 護 保 険

　企業業績、雇用情勢の改善などの報道のとおり、低迷して
いた日本経済は個人消費と設備投資の増加などを通じて自律
的な回復を見せているといわれています。
　その一方で、健保組合をめぐる情勢は依然として厳しい状
況にあります。とりわけ、高齢者医療制度への負担が、財政
運営を困難なものにしています。
　当健保組合の平成 26年度の予算編成にあたっても、経常
収支において6,500万円の赤字を見込むこととなりました。
　収入において、健保組合の主な財源となる保険料収入を前
年度比1億円少ない 110億円、支出において、みなさまとご
家族の医療費や出産などの給付金にあてられる保険給付費を
前年度比 1億円少ない 53億円としています。いずれも被保
険者、被扶養者の減少傾向等を踏まえたものとしています。
　また、高齢者の医療費等に充てられるため国に納める納付
金については保険給付費の予算額を上回る 54億円となり、
前年度比 2億円減少しているものの保険料収入の 5割近くを
占め非常に重い負担となっていることに変わりはありません。
　このほか、人間ドックのほか健診補助事業を中心とした保
健事業費として前年度とほぼ同じ 4億円を見込み、みなさま
の健康維持にご利用いただけるようにします。
　これらの結果、経常収支では 6,500 万円の赤字とほぼ収支
均衡となっているものの、医療費等の支払増などに備えるた
めの予備費を計上、収入不足分は将来の保険料変動や収支不
足に備えた蓄えである別途積立金を取り崩す繰り入れ額を10
億円としています。
　この予算の前提となる 25年度の収支状況については、経
常収支で約 9,000 万円の黒字とし、前年度からの繰越金など
を含む収支残金を全額別途積立金とする計画であり、決算処
分後の別途積立金は約35億円と見込んでいます。
　医療行政の大きな変化の中、当健保組合では安定的な健保
組合運営を目指し、みなさまの健康維持をサポートいたしま
す。みなさまにも毎日をお元気でお過ごしいただき、引続き
健保組合運営にご理解、ご協力をよろしくお願いします。※四捨五入のため、一部合計の合わない箇所があります。

　2月 24 日に開催された当健保組合組合会において、平成
26年度予算が可決・承認されましたのでお知らせします。

積立金からの繰り入れを
織り込む予算に

平成26年度
予算が

まとまりました

保険料
522,093円（89.7％）

調整保険料収入　9,704円（1.7％）

繰入金　47,259円（8.1％）

その他　2,887円（0.5％）

保険給付費
250,801円（43.1％）

納付金
253,438円（43.6％）

保健事業費　16,547円（2.8％）

事務費　4,801円（0.8％）

その他　9,983円（1.7％）

予備費　46,373円（8.0％）

収入

支出

平成26年度予算を
１人当たりでみると…　

（　）は収支の割合

収入総額　581,943 円

支出総額　581,943 円

氏　名 所属事業所 役職名

氏　名 所属事業所 役職名

（平成26年3月1日現在、任期：平成27年4月16日、敬称・所属事
業所名の株式会社は省略）

当健保組合の
組合会議員のご紹介

■  選定議員  ■

■  互選議員  ■
氏名等はお配りした「Sawayaka」で

ご覧ください。


